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月　日 事　業 備　考 平成27年6月15日

収入金額 ２４４，４８４　円

支出金額　　 ２０３，０２５　円

差引残高 ４１，４５９　円

収入

科　目 金　額 備　考

繰越金 68,461前年度繰越金

年会費 77,000年会費

総会会費 89,000総会１９名出席

雑収入 10,023祝儀・利息

計 244,484

支出

科目 金額 備考

総会費 102,098総会費

事業費 1,734事業費・役員会

通信・印刷費 95,633会報印刷・郵送料

慶弔費 0慶弔費

雑費

3,560

振込手数料

計 203,025

会計 大塚　久子

会計監査 山田　裕也、青木　美代子

支部役員会

6月20日支部第４０回定期総会 仙岳

6月21日同窓会２７年度定期総会 シルクホテル

4月17日支部役員会 仙岳

５月支部会報１７号発行 ４０周年記念号

１０月

同窓会報72号、支部だよりに掲載



１１月 本部同窓会報

7月12日第３９回支部定期総会 仙岳、２１名

9月29日

支部会報１６号発行

中川病院、１０名


　　　　　　　　　　　　２０１５年１０月発行
　　[image: image9.jpg]



　　　　　　　　　　　　　　　支部長　中川福夫

　　　　　　　　　　　　　　　事務局　鳥羽建治

〒　　399-8205  安曇野市豊科848-3 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話　0263-73-8896　
　
１、支部長挨拶
去る６月２０日に平成２７年度飯田高等学校同窓会松本支部総会が開催されました。今回の総会は、支部発足後４０周年を記念して行われました。記念事業としましては、総会に先立ち、５月に支部会報記念号を発行致しました。皆様には貴重なご寄稿を頂くと共に、これまで先輩諸氏のやって来て頂いた支部の伝統を特別会報として文書の形で残し、会員の皆様にお届けする事が出来ました。記念号は予算の都合上冊子ではありませんが、将来後輩の皆様が会を継続発展させて頂くための一里塚として役立つものと役員一同ほっとしています。
総会には、同窓会本部から宮島八束同窓会副会長（６月２１日の本部同窓会総会において、同窓会会長に就任されました）にお忙しい中をお出で頂き、恒例の様、母校の現状、課題につきご報告頂きました。翌日は本部同窓会総会を控えておられましたが、親睦会の席までお付き合い頂き感謝の念に堪えません。
また、４０周年記念講演としましては、飯田市美術博物館館長、武蔵野美術大学名誉教授の滝沢具幸先生に「春草絵画と現代日本画」と題して春草の朦朧体絵画の神髄につきご講演頂きました。特別会報で既にご紹介しましたが、滝沢先生は、S16年飯田市下久堅出身で飯田高校卒業、東京芸術大学美術学部日本画科卒業、同大大学院を修了の後、ご自身が創作活動をなされ、数々の賞を取られ、創画会会員でもあられます。翌日ご予定があるとお聞きしましたが、松本にお泊まりになり当日は遅くまで親交を頂き思い出となりました。
滝沢先生のご講演後は出席者の皆様より近況をご報告頂き、いつもの様に親しく気炎を上げ、親交を新たに出来ました。
終わりに、総会にはいつも女性会員の方々にも大勢出席して頂いており、今後もいっそうそれを期待する次第です。また何より、会を将来に亘り継続して頂ける若い支部会員の皆様の積極的なご参加を期待しまして挨拶とさせて頂きます。
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２、定期総会報告

　
６月２０日（土）午後３時より、仙岳にて第４０回定期総会を開催しました。
同窓会本部からは、今年も宮島八束副会長（15回卒）にご列席いただき、２２名（男性１７名、女性５名）の参加となりました。
中川支部長挨拶、大塚さんの指揮による校歌斉唱を行いました。鳥羽事務局長より事務局報告が行われました。総会通知発送数２９８名、返信８５名でした。４０周年を迎えるにあたり、記念誌として第１７号の同窓会紙を発行しましたが、今回は若い会員からも返信を頂きました。若い世代にも関心をもって頂いていることを嬉しく思います。
　宮島副会長には同窓会・母校の現況について報告して頂きました。今年で高校創立１３３年の歴史を重ね、現在の在学生が卒業しますと同窓生は三万人を超えます。
学校のトピックスとしては、飯田高校が文部科学大臣による「キャリア教育優良学校表彰」を受賞しました。昨年の邦楽班の全国優勝に続き、二年連続の栄誉です。
　財務については、会費納入率は39.86％であり、会費納入呼びかけ中とのことです。
引き続きまして、鳥羽事務局長より平成２６年度事業報告、大塚会計担当より平成２６年度会計報告が行われ承認されました。（下記報告をご参照下さい）
　講演会は、武蔵野美術大学名誉教授、飯田市美術博物館館長の滝沢具幸先生（高12回）に、『春草と現代日本画』と題してご講演頂きました。昨年の吉野さんによる『近代日本画の創造者　菱田春草と西郷孤月』の講演を拝聴し、次回は是非春草の話を聞きたいとの意見を頂き実現しました。
総会後、懇親会が行われ、参加者の近況報告や応援歌で盛り上がりました。
今回も新しい方が参加してくださり、役員一同大変喜んでいます。

[image: image2]
３、　記念講演について　　
　　　　　講演：『春草絵画と現代日本画』
　　　　　講師：滝沢　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(とも),具)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(ゆき),幸)　先生（高１２回卒）
　
　昨年は、飯田高校出身の元松本支部長の吉野さんに、松本出身の西郷孤月について講演をいただいた。今年は菱田春草生誕１４０周年の年でもあり、春草の話を聞きたいと役員会で提案された。私は滝沢具幸飯田市美術博物館館長とは同じ下久堅中学出身であり親しいので、交渉することになった。彼が快く承諾してくれて、実現しました。
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(彼は東京芸大日本画科を卒業し、大学院卒業後非常勤講師。武蔵野美術大学名誉教授、若手日本画科による「地の会」「日本画７人の会」設立。国宝法隆寺金堂壁画再現模写事業に参加。山種美術館展優秀賞・ＭＯＡ岡田茂吉賞絵画部門大賞等々受賞。現在創画会会員。)
＜講演から＞
春草は明治７年、飯田に生まれる。東京美術学校を卒業。【王昭君】【賢首菩薩】【落葉】【黒き猫】の四点が重要文化財となっている。明治４４年３８歳で逝去。
「それまでの日本画は線で表現されていたが、春草は線を描かなかった。それで「朦朧体」と言われて非常に非難された。他方、新しい画法を支持する人たちもいた。春草は西洋画の遠近感を上手に表している。【落葉】は樹の根元を上下に描くことによって、遠近感をうまく表現している。・・・」
パワーポイントを使い、実際に絵を見ながら説明を聞くと、その違いがよく理
解できた。研究者ではなく画家の説明は、技術的な細かいことも解説してくれるので、非常に興味をもって聞くことが出来てよかった。（片桐　高１２回　）　　＊　詳細は次号に掲載します
＜講演後の質問から＞

　Ｑ：滝沢先生は、高校時代「地面」や「木」を好んで描いていて、先生から「滝沢はものになるぞ」と言われていました。大学時代や現在の画家としての活動は？
　Ａ：常に迷っていてやりたいことがたくさん有ります。大学時代は抽象画に力を入れ、ものを飛ばしたり、流したりする作風に影響を受けました。水墨画にも影響を受けましたし、宗達・光琳にも影響されました。今は、墨を使います。
春草は、西洋の新しいものと古典をミックスして自分のものを作っていました。私もまた、抽象絵画と古典をミックスさせ、常に独自の世界を追究しています。
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　　　（「地」は私の制作主題の中で「森」のテーマと共に最も重要なもののひとつである。果てしなく広がる荒涼とした原野や砂漠、日常目にする身近な地面などは私の制作の原点になっている。・・・創画会ページより）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　【赤松】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【月の風景】

４、　遺稿　　故　湯沢勝さま　
　　同窓会松本支部創立に向け、甚大なる功績を残されました、中４３回卒の湯沢勝さんが、平成２６年１２月３１日に永眠されました。謹んでお悔やみ申し上げます。

第１７号の記念誌の原稿を闘病中のベッドの上で書かれていましたが、記念号に間に合わず、後日ご遺族の方がお手紙と原稿を郵送してくださいましたので掲載します。
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５、返信より
　○見事な会報有がとうございました。ご盛会を祈ります。　　　　　　　倉沢　任彦（中４４回）
　○病状の悪化による歩行困難がひどくなり難渋致しています。　　　　　　東　哲夫（中４５回）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　○立派な支部４０周年記念号をいただき、役員の皆様のご苦労をお察しし、感謝しながら楽しく
講読させていただいております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　青柳　功（中４６回）
　○今年初めて入会します。引越して１４年目になります。　　　　　　　栗崎　豁男（高　２回）
　○中南信で中学教員を65才までしてきました。松本の笹賀に居を構えて40余年。支部会報第7
回「思い出の写真」にも写っています。老人クラブの会長やら、山田裕也さんのように詩吟を
生涯の友にしたり家庭菜園・鉢花管理に追われる日々です。　　　　　森本　善治（高　２回）
　○素晴らしい内容の支部会報を頂きありがとうございました。３３年前に小生出席した総会の写
真がのっておりなつかしく拝見しました。　　　　　　　　　　　　　竹村　正夫（高　３回）
　○３回目の高齢者講習を終え、自動車の運転免許を更新しました。　　　米窪　交平（高　５回）
　○毎日軽運動（マレットゴルフ）をして健康維持に努力しております。　久保田　功（高　５回）
○現在松本短大看護科での非常勤の仕事に従事しています。若者たちとの交流は私の元気の源で　　　　す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　望月　紀子（高　６回）
　○生涯の友として俳句に専念しております。近年作の面白い句として、「サングラス掛けたる妻
に近寄れず」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小林　武（高　８回）
○元気で仕事をしています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松村　孝明（高１０回）

　○６５歳からのダンススポーツも息切れです。家内の専属ドライバーとして、スポーツクラブに
里山歩きを。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　滝川　盛也（高１０回）
　○立派な記念誌をありがとうございました。この春は、県シニア大学のＯＢ会で飯田の桜めぐり
と元善光寺の御開帳に行ってきました。　　　　　　　　　　　　　　柳沢　洋子（高１３回）
　○囲碁を打ちながら、４人の孫を見るのが楽しみの好々爺となりました。宮下　俊彦（高１４回）　　　　　　　
　○５月の連休に上郷へ行き、母校のグランドの西の道を通りました。昔の学校の時の方がキレイ
だったと思います。　　　　　　　　　　　　　高安　康之（高１６回）・百合子（高２４回）
　○安曇野での生活が長くなり、方言もいつしか使わなくなりました。実家に帰った時に聞く言葉は温かくなつかしい気分になります。　　　　　　　　　　　　　　　須沢　順子（高１９回）
　○４０周年記念誌を一気に読ませて頂きました。先輩諸氏と直接お目にかかり、お話を拝聴させていただいているような大変迫力のある内容に感動しました。　　　　渡辺　喜光（高１９回）
　○支部会報、なつかしく読ませて頂きました。　　　　　　　　　　　石曽根　正男（高２０回）
　○４０周年記念号で、先輩諸氏のご尽力で歴史を積み重ねてきた歩みを知ることができ感謝申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐々木　清貴（高２２回）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　○今回の滝沢講師は下久堅の先輩で、２７回は下久堅の後輩池田さんでした。とても縁を感じます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　羽場　義人（高２３回）
　○創造学園高校もお陰様で募集定員を超える学校になり、今は「文武両道」をめざして躍進しています。バレーボールも再度日本一になるべく頑張っています。　　　壬生　義文（高２６回）
　○松本に来てから34年になります。今年60才になり１２月末で定年退職となります。来年以降は総会にも出席したいと考えています。　　　　　　　　　　　　　　佐々木　勉（高２６回）
　○エプソン（株）豊科勤務です。退職したら、事務的なお手伝いが出来ればと考えております。　　　　　　　　　　　　　　木村　哲志（高３０回）
　○銀行勤務です。単身赴任が長く、今も長野市に一人生活しています。間瀬　敏彦（高３１回）
　○いつも会報を送って下さりありがとうございます。皆様の文章を読ませて頂き、ただただ感心
するばかりです。私も一隅を照らす心持で日々精進して行きたいです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丸山　東亜子（高４４回）

　　
６、４０周年記念会報送付お礼
　　前号の４０周年記念会報を他支部に送りましたところ、お礼が届きましたのでご披露致します。
　　＜関西支部　支部長　　今村博昭さま＞
　　　　関西支部今村です。中川支部長と同期の高１４回卒です。
　　　　この度は、貴支部の４０周年記念会報をお送りいただき有難うございます。合わせて、貴支部の発足４０周年をお祝い申し上げます。
　　　　我が支部も一昨年５０周年を迎え、記念誌の発行を検討したのですが、企画編集を担当する者がいなくて断念しました。
　　　　小生も、昨年よりいきなり支部長を命ぜられ戸惑っております。今後色々お世話になると思いますが宜しくお願いします。中川支部長にも宜しくお伝えください。
　　＜北海道支部　吉川正也さま＞
　　　　このたびは、飯田高校同窓会松本支部の記念会報をお送り頂きありがとうございました。
　　　　松本支部の伝統ある活動の記録として、貴重で大切な記録を改めて拝見できました。多くの先輩や多くの後輩が松本にはたくさんおられて、良い雰囲気で同窓会活動をされていることは、素晴らしいと思います。近く、北海道支部の例会がありますので、この冊子を皆さんで見ていただきます。
　　　　飯田高校生が、全国各地で活躍をし、また、そのことをお互いに、少しでも知ることは、とても有意義であります。これからは、支部交流ができるようにしていきたいと思います。
　　　　皆様が、益々、活発に活動されることをお祈りしお礼とさせて頂きます。
　　＜上伊那支部　支部長　久保田康暉さま＞
　　　　４０周年記念会報を送って頂きありがとうございました。大変感心させられ面白く読ませて頂きました。
７、飯田地方の状況
　　　阿智村で住民有志が7月17日夜、集団自衛権の行使を可能にする安全保障関連法案に反対する集会とデモ行進が行われた。村民を中心に、幼児から90歳代の130人が参加。「戦争をやめろ」「憲法を守れ」とシュプレヒコールをあげ、国道153号線を練り歩いた。元村議で会社員の井原正文さん（56）や岡庭一雄前村長（72）ら住民8人が呼びかけ人となって企画。
　　　人口5000人余の同村でのデモは40年ぶりという。飯田病院阿智診療所前で開いた集会では、公民館主事の桜井拓巳さん（26）が「住民の命を守るために声を出さなければ、この国は変わらない。権力者の暴走を止められるのは主権者一人一人だ」と訴えた。村議会議長の高坂美和子さん（71）も「閣議決定で簡単に憲法解釈を変えて良いのか。子や孫に戦争の怖い思いを絶対にさせたくない。私たちの責任だ」と強調した。
　　　同村では敗戦の年の1945年、国策で阿智郷開拓団として多くの住民を旧満州（中国東北部）に送り出した。デモ行進で、同村の美濃部淳さん（84）は「満蒙開拓を繰り返さない」と声を上げた。集会に参加した元村議の平野律子さん（84）は「みんなの怒りを感じた。85年生き、戦争の怖さを充分知っている。平和の行く末を見届けるまで死ねません」と話された。

　　高森町の菓子製造・販売「マツザワ」が、南信州特産の干し柿「市田柿」を作る際にでる柿の　　
　皮を活用した化粧品「市田柿コスメ」を開発している。地域資源をもっと生かそうと、柿の美容成分に着目。9月19日に同社で記者会見を開き、飯田市出身のヘアーメーキャップアーティスト・小椋ケンイチさん（46）と協力して開発を進め、住民らから商品モニターを募ることを発表した。同社によると、市田柿生産の際、柿の皮は廃棄されていた。肌の老化を防ぐタンニンやポリフェノールなどの成分が豊富に含まれるといい、顔用パックやハンドクリームを新規事業として商品化する計画。来年４月の販売を目指す。「おぐね」が愛称の小椋さんも記者会見に出席。
　「市田柿の成分で肌に良いものができ、地域活性化につながれば嬉しい」と話された。

　　阿南町の和合、大下条の２小学校の子供たちが8月28日、和合小近くの和知野川で一緒に川遊びをした。全校児童７人の和合小が集団の中で人との関わりを学んでほしいと、本年度、月１回のペースで始めた交流学習の一環。思い切り水遊びを楽しんだ後、和合小に戻り、給食を食べたり、掃除も協力したりして親交を深めた。川遊びには和合小の２・４・５年生３人と大下条の４年生が参加。子供たちはボートに乗ったり、泳いだりして自然と触れ合った。山間部で過疎と少子化が進む和合小では、15年以上前から修学旅行などの行事を大下条小など町内の別の小学校と共同で行ってきた。本年度からの交流学習は、学校の日常生活も一緒に過ごし、集団で学ぶ機会を増やすことにした。和合小の教頭は、「自分の考えを深めたり、お互に刺激し合うことを期待している」と話された。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金田　敬（中47回）
　　
　　　　　　　　　　　　　　　　編集後記

◆　昨年会報を作成していた９月２７日、御嶽山の噴火があり戦後最大の火山災害に見舞われました。そして又今年も、関東・東北を襲った未曽有の豪雨により甚大な被害が起きてしまいました。日本中あちこちで噴火が起き、大型台風がいくつも日本を襲いその被害に心を痛めるとともに、温暖化などの影響なのでしょうか、「自然が怒っている」ように感じてしまいます。
◆　毎日のようにウォーキングをしながら、秋を楽しんでいます。スイカ畑の片付けが終わり、今は麦が緑の絨毯。その隣は、頭を垂れた金色の稲穂（今年は格別にきれいです）、蕎麦の花、豆畑に、まっすぐ伸びたネギ畑。はざにかけられた稲の香り等々は、まるで絵画の世界の中にいるようで、なんだか幸せな気分になります。
◆　好天のシルバーウイーク楽しめましたか？紅葉と共に寒さも訪れます。お体ご自愛下さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〖付：松本市美術館案内〗
　　　橋本雅邦と幻の四天王
　－孤月・大観・観山・春草展－
　　前期：10月31日〜11月15日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文責　中平）　　　　
　　後期：11月17日〜11月29日　（春草の【黒き猫】）　　

支部会員の皆さまの


ご意見・ご寄稿をお待ちしています！！
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